
高齢者虐待事案報告件数
（市町村ごと）

市町村名

1 那覇市 44
2 宜野湾市 5
3 石垣市 0
4 浦添市 3
5 名護市 0
6 糸満市 0
7 沖縄市 20
8 豊見城市 0
9 うるま市 13
10 宮古島市 2
11 南城市 4
12 国頭村 0
13 大宜味村 1
14 東村 0
15 今帰仁村 0
16 本部町 0
17 恩納村 1
18 宜野座村 1
19 金武町 5
20 伊江村 0
21 読谷村 0
22 嘉手納町 1
23 北谷町 2
24 北中城村 1
25 中城村 0
26 西原町 0
27 与那原町 0
28 南風原町 0
29 渡嘉敷村 0
30 座間味村 0
31 粟国村 0
32 渡名喜村 0
33 南大東村 0
34 北大東村 0
35 伊平屋村 0
36 伊是名村 0
37 久米島町 1
38 八重瀬町 1
39 多良間村 0
40 竹富町 0
41 与那国町 0

合　計 (3) 105

件数

( )内は養介護施設従事者等
による虐待件数



平成１８年度　養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況　(H18.4.1～19.3.31)

１　被虐待者の性別
男 女

性別 0 3

２　被虐待者の年齢階級
65～69歳 0
70～74歳 1
75～79歳 0
80～84歳 0
85～89歳 0
90～94歳 2
95～99歳 0
100歳以上 0
合計 3

３　被虐待者の要介護度
要支援１ 0
要支援２ 0
要介護１ 0
要介護２ 0
要介護３ 1
要介護４ 1
要介護５ 1
合計 3

４　その他、心身の状況
寝たきりや歩行不可、認知症の症状あり。

５　虐待の種類（複数回答）
虐待種類 件数 割合

身体的虐待 3 100.0%
放棄・放任 1 33.3%
心理的虐待 0 0.0%
性的虐待 0 0.0%
経済的虐待 0 0.0%
その他 0 0.0%

披虐待者数 3 －
※割合は、虐待件数／披虐待者数

６　施設等の種別
特別養護老人ホーム 2
有料老人ホーム 1
合計 3

７　施設従事者等の職種
介護職員 2
管理者 1
合計 3

８　市町村等の措置
施設の実地調査、事実確認 3
指導 3
被虐待者を他の施設へ入所 1
改善措置の確認 2



平成１８年度　養護者による高齢者虐待の状況　(H18.4.1～19.3.31）

１　被虐待者の性別
男 女 合計

性別 23 79 102

２　被虐待者の年齢階級
年齢階級 人数 割合 ※割合については、

65～69歳 7 6.9% 　小数点第２位四捨五入
70～74歳 22 21.6% 　としている。
75～79歳 17 16.7%
80～84歳 24 23.5%
85～89歳 18 17.6%
90～94歳 12 11.8%
95～99歳 2 2.0%
100歳以上 0 0.0%
合計 102 100.0%

３　被虐待者の要介護度
要介護度 人数 割合 ※割合については、

申請なし 12 11.8% 　小数点第２位四捨五入
申請中 1 1.0% 　としている。
自立 11 10.8%
要支援１ 3 2.9%
要支援２ 1 1.0%
要介護１ 12 11.8% 65件
要介護２ 10 9.8% 63.7%
要介護３ 20 19.6%
要介護４ 12 11.8%
要介護５ 7 6.9%
不明（回答無し） 13 12.7%
合計 102 100.0%

４　被虐待者の認知症の有無
有無 人数 割合 ※割合については、

有り 55 53.9% 　小数点第２位四捨五入
無し 15 14.7% 　としている。
不明（回答無し） 32 31.4%
合計 102 100.0%

５　同居・別居の別
件数 割合 ※割合については、

同居 85 83.3% 　小数点第２位四捨五入
別居 17 16.7% 　としている。
合計 102 100.0%

６　被虐待者と虐待者の関係
関係 件数 割合 ※割合については、

息子 51 50.0% 　小数点第２位四捨五入
娘 18 17.6% 　としている。
兄弟 4 3.9%
嫁 3 2.9%
配偶者 15 14.7%
その他 11 10.8% ※同居人、家族、孫等
合計 102 100.0%



７　虐待の種類（複数回答）
虐待種類 件数 割合 ※割合については、

身体的虐待 65 63.7% 　小数点第２位四捨五入
放棄・放任 26 25.5% 　としている。
心理的虐待 46 45.1%
性的虐待 1 1.0%
経済的虐待 29 28.4%
その他 2 2.0%
合計 102 －

８　市町村等の措置
・実地調査、事実確認
・施設へ措置入所
・介護保険サービス等の情報提供、申請支援、ケアプランの見直し等
・関係機関（地域包括支援センター、ケアマネ、民生委員等）と連携し、今後の見守り継続
・家族や虐待者に対する支援
など


